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輪 文 審 査 結 果 の 要 旨
近年,歯の再生は歯科医学の究極の目標として盛んに研究され,著しい進展を
遂げている｡しかしながら,これまでに再生歯の形態や大きさの制御はもとより,
歯腔形成を司る上皮間葉相互作用のメカニズムはほとんど解明されていない｡し
たがって,歯の発生過程でどのような制御がなされているのかを遺伝子発現とい
う観点から包括的 ･網羅的に解明する必要があった｡
本研究は,発生期歯腔に発現する未報告の遺伝子群を,転写因子に焦点を当て
同定することを目的に,遺伝子発現データベースと血sL'tuハイブリダイゼーショ
ン法を用いて包括的にスクリー ニングを行ったものである｡また,同定された新
規遺伝子の歯腔における発現パターンを,複数の発生云テ-ジにおいて検討して
いる｡
その結果,1)これまで報告のなかったTcfapBb,Hax=b6などに代表されるDN
A結合 ドメインを有する転写因子が15因子と,TaJ20を含む転写コファクターな
どの遺伝子が13因子の,計28因子が歯腔で発現していた｡2)それぞれの遺伝子
が曹状期,帽状期,鐘状朔,後期鐘状期において時間空間特異的な発現パターン
を示すことが明らかとなった｡
これらの知見は,これまでに行われていなかった包括的なアプローチによって,
歯腔で発現する新規遺伝子を複数同定しており,､歯の発生メカニズムを理解して
いく上で非常に重要な知見と考えられる｡また,実験計画,実験手技,結果に対
する評価および考察も適切に行われ七いると判断できるoよって本論文は博士
(歯学)の学位授与に十分値するものと判断した｡
